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●今月の表紙

平成 27 年度与謝野町消防団

町長査閲（6 月 28 日撮影）

●主な記事

02　シリーズ　機構改革　

18　よさの人 



　
就
学
前
教
育
・
保
育
の
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ

　
と
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図
る

　
も
の
で
す
。

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
は
、
与
謝
野
町
の
行
政

情
報
等
の
発
信
力
の
強
化
と
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
室
に
昇
格
す
る
も

の
で
す
。

　
い
ず
れ
も
専
門
的
な
部
署
と
し
て
、
窓
口
を
一

本
化
す
る
こ
と
で
、
分
か
り
や
す
く
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
っ
た
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
ま
す
。

　
与
謝
野
町
役
場
は
合
併
時
に
分

庁
舎
方
式
を
採
用
し
、
そ
の
庁
舎

に
な
い
部
署
の
業
務
を
補
完
す
る

窓
口
と
し
て
地
域
振
興
課
を
創
設

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
合
併
後
９
年
が
経
過
し
、
新

た
な
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
行
政
が
担
う
課
題

に
つ
い
て
一
定
整
理
し
、
ポ
イ
ン
ト
２
に
あ
る
部

署
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
限
ら

れ
た
人
員
を
効
率
的
に
配
置
す
る
た
め
、
地
域
振

興
課
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
地

域
振
興
課
が
担
っ
て
き
た
業
務
は
基
本
的
に
は
原

課
に
戻
し
、
一
方
で
各
庁
舎
に
は
、
住
民
環
境
課

付
で
住
民
係
を
設
置
し
窓
口
業
務
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
組
織
再
編
に
伴
い
野
田
川
庁
舎
に

勤
務
す
る
職
員
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
野
田
川

地
域
の
防
災
体
制
の
見
直
し
に
着
手
し
、
す
で
に

対
策
を
講
じ
て
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
次
回
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平
成
28
年
１
月
１
日

役
場
組
織
を
再
編
し
ま
す

　
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
役
場
組
織
が
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
野
田
川
庁
舎
の
本
館

は
閉
鎖
し
、
住
民
環
境
課
は
野
田
川
庁
舎
の
北
庁

舎
に
、
税
務
課
は
加
悦
庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
も
併
せ
て
組
織
再
編
を
行

い
、
教
育
総
務
課
、
教
育
推
進
課
の
２
課
を
学
校

教
育
課
、
社
会
教
育
課
の
２
課
に
再
編
し
、
子
育

て
応
援
課
に
一
部
業
務
を
移
管
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
組
織
を
再
編
す
る
お
も
な
ポ
イ
ン
ト
は

下
記
の
３
つ
で
す
。

本  庁  舎 野田川庁舎 加　悦   庁   舎

総務課

企画財政課

商工観光課

建設課

会計室

岩滝地域振興課

総務課

防災安全課（新設）

企画財政課

商工観光課

建設課

会計室

廃　止

 住民環境課
本庁舎住民係

税務課

水道課

下水道課

野田川地域振興課

住民環境課

水道課

下水道課

廃　止

  住民環境課
野田川庁舎本館から移動

福祉課

保健課

加悦地域振興課

農林課

教育委員会

教育総務課

教育推進課

議会事務局

  　税務課
野田川庁舎本館から移動

福祉課

子育て応援課（新設）

保健課

廃　止

CATV センター（新設）

農林課

教育委員会

学校教育課（再編）

社会教育課（再編）

議会事務局

  住民環境課
加悦庁舎住民係

現行 新 現行 現行新 新

本庁舎（岩滝） 野田川庁舎 加悦庁舎

◎シリーズ①　機構改革

　　
野
田
川
庁
舎
本
館
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
や
耐

用
年
数
の
面
か
ら
も
危
険
な
庁
舎
で
あ
る
こ
と

や
、
庁
舎
統
合
検
討
委
員
会
の
答
申
（
平
成
24
年

11
月
７
日
）
に
も
「
野
田
川
庁
舎
本
館
は
耐
用
年

数
が
到
来
し
て
お
り
、
継
続
し
た
使
用
は
避
け
る

べ
き
で
あ
り
、
早
急
に
閉
鎖
の
方
向
で
対
応
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
機
構

改
革
を
含
む
課
の
再
配
置
を
行
い
、
安
心
・
安
全

な
庁
舎
の
実
現
に
努
力
を
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
役
場
組
織
再
編
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
い
ま
す
。

　

 

「
防
災
安
全
課
」、「
子
育
て
応
援
課
」、「
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
」、
の
２
課
１
室
を
新
た
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
新
設
し
ま
す
。

●
防
災
安
全
課
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
や
毎

　
年
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
多
発
す
る
中
、
全
国

　
規
模
で
防
災
体
制
の
強
化
が
推
進
さ
れ
て
い
る

　
状
況
を
踏
ま
え
、
本
町
で
も
消
防
・
防
災
・
交

　
通
安
全
・
防
犯
対
策
等
に
関
す
る
安
心
・
安
全

　
に
係
る
施
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
務
課
か
ら
分
離
独
立
さ

　
せ
、
安
心
・
安
全
に
係
る
機
能
を
よ
り
強
化
す

　
る
も
の
で
す
。

●
子
育
て
応
援
課
は
、
こ
れ
ま
で
子
育
て
に
関

　
す
る
施
策
を
福
祉
課
、
保
健
課
、
教
育
委
員
会

　

で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
幼

　

稚
園
、
保
育
所
を
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
場

　
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
環
境
に
再
編
す
る
た
め
、

　

新
た
な
就
学
前
教
育
、
保
育
の
拠
点
づ
く
り

　
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
門
的
な
組

　
織
体
制
と
し
て「
子
育
て
応
援
課
」を
新
設
し
、

本館は閉鎖し
北庁舎のみとなります

ポ
イ
ン
ト
３　
地
域
振
興
課
の
廃
止

ポ
イ
ン
ト
２　
部
署
の
新
設

ポ
イ
ン
ト
１　
野
田
川
庁
舎
本
館
の
閉
鎖

本庁舎に配置 加
悦
庁
舎
に
配
置

現状どおり

改組・移転

本庁舎
住民係

加悦庁舎
住民係



A L T リレーコラム  ［ 第 50 回  さようなら与謝野町、そしてありがとう by ケンドラ］ 　	COLUMN　 図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

 与謝野町に父は１週間滞在しました。
皆が父を暖かく歓迎してくれました。
着付け教室の先生は父に茶道を紹介し
てくれました。柔道教室の先生は父を
道場見学に招待してくれました。町に
散歩に出て私の生徒に会ったとき、生
徒たちは父と私に笑顔で声をかけ、が
んばって英語で会話をしてくれました。
 父が日本に滞在した１週間、与謝野

町の皆さんのすばらしさを改めて感じ
めに着付け教室は日本語教室になってしまいましたが、い
つも優しく説明してくれました。素敵な先生方と仲間たち
のおかげで着物と日本文化を楽しむことができました。
 私は本当に素晴らしい２年間を日本で過ごすことができ

ました。与謝野町で暮らした間に出会った全ての皆さんに
感謝しています。本当にたくさんの素晴らしい思い出がで
きました。この思い出は私の宝物です。たくさんの素敵な
思い出や経験をありがとうございました。絶対に私が与謝
野で暮らした時間を忘れません！

今 年の３月、アメリカに住んでいる私の父が与謝野
町を訪れました。父にとって初めての日本であり、

初めてのアジア旅行でした。最初に父が日本に行きたいと
言ったとき、私は「日本のどこに行きたい？何を見たい？」
と聞きました。彼の答えは「よさの」でした。これを聞い
て私はとても嬉しかったです。なぜなら、大阪のレストラ
ンや京都の美しい寺社よりも与謝野町で出会ったすばらし
い人たちを紹介したかったからです。

エドワードとケンドラから与謝野町へ、本当にあり
がとうございました。

ました。父は大変感激しており、今でも毎週電話をかけて
きて町の皆さんのことを聞いてきます。皆さんのおかげで
父は日本で良い思い出ができました。
　私は今月アメリカに帰国します。日本に来たときから
あっという間の２年間でした。私は与謝野町で会ったたく
さんの人々に感謝しています。
 学校の先生方は私にとても親切にしてくれましたし、熱

心に仕事をされています。何か分からないことがあって困っ
たときや悩んでいるときは誰かがいつも私に声をかけてく

れました。私を支えてくれた先生方に大変感謝しています。
 私のかわいい生徒たちは毎日を一生懸命がんばっていま

す。英語であいさつしてくれるのが私にとって嬉しく、が
んばっている姿を誇りに思います。笑顔をありがとう！
 英会話教室の皆さんはいつも面白い話をしてくれました。

たくさんの日本の言葉や表現、食べ物を紹介してくれまし
た。忙しい生活の間に英会話の時間を作ってくれてありが
とうございました。

 野田川柔道教室の皆さんにも感謝し
ています。夫のエドワードは本当に柔
道を楽しみ、黒帯を取ることができま
した。短い間でしたが本当に素敵な仲
間ができました。いつかまた会いま
しょう！ 
 着付け教室の先生方や生徒の方々に

は特に感謝しています。着付けや着物
を通じて町の歴史や織物のことを勉強
することができました。時々、私のた

時の贈り物 ［ 第 80 回　「厨
つ

子
し

二階と虫
むし

籠
こ

窓
まど

」古民家にみる意匠と機能］ まちの文化財　海の京都特集	

よ
り
活
用
す
る
た
め
に
、
階

高
を
上
げ
、
窓
を
設
け
る
も

の
も
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
屋
外
か
ら
見
る
と
、
厨

子
二
階
で
あ
る
か
、
本
二
階

で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど

で
す
。
た
だ
、屋
内
か
ら
は
、

ど
ち
ら
の
建
物
で
あ
る
か
を

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
玄
関
や
土
間
な
ど
か
ら

天
井
を
見
上
げ
る
と
、
二
階

の
床
板
を
支
え
る
根ね

太だ

（
構

造
材
）
が
見
え
る
も
の
が
、

厨
子
二
階
の
建
物
で
す
。
根

太
天
井
と
呼
ば
れ
、
剥
き
出

し
の
根
太
か
ら
は
、
木
造
建

築
の
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
古
民
家
内
部
の
意
匠
的

な
魅
力
の
一
つ
で
す
。

 

階
高
の
高
い
厨
子
二
階
に

は
、
光
と
風
を
取
り
入
れ
る

ち
り
め
ん
街
道
」
の

建
物
群
を
例
に
、

古
民
家
の
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
厨
子
二
階
と
虫
籠
窓
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ち
り

め
ん
街
道
に
は
、
18
棟
を
超

え
る
厨
子
二
階
の
建
物
が
あ

り
ま
す
。
厨
子
二
階
と
は
、

一
階
の
天
井
が
二
階
の
床
を

兼
ね
る
建
物
の
二
階
部
分
の

こ
と
で
す
。
平
屋
建
て
よ
り

も
、
空
間
を
有
効
に
使
う
た

め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
ち
り

め
ん
街
道
の
も
の
は
、
す
べ

て
江
戸
～
大
正
期
に
建
て
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
様
式
は
、

建
築
年
代
が
古
い
こ
と
も
分

か
り
ま
す
。

 

一
般
的
に
、
厨
子
二
階
の

建
物
は
、
二
階
部
分
の
階か

い
高だ
か

が
低
く
、
主
に
物
置
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
窓
が
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
空
間
を

た
め
の
、
虫
籠
窓
を
設
け
た

も
の
が
多
い
で
す
。
虫
籠
窓

と
は
、
土
や
漆
喰
で
等
間
隔

に
塗
り
込
め
た
格
子
状
の
窓

の
こ
と
で
す
。
こ
の
他
、
木

や
金
属
を
用
い
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
虫
籠
窓
は
、
建
物

の
外
観
に
変
化
を
生
み
、
街

道
の
美
し
い
町
並
み
を
つ
く

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

  

与
謝
野
町
教
育
委
員
会 

虫籠窓がある厨子二階の建物

『世界で一番美しいイカとタコの図鑑』
 窪寺恒己／峯水亮／エクスナレッジ

黒い背景に浮かび上がる鮮やかなイカやタコ
は、食卓に並ぶものとは異なる神秘的な姿。
世界中の美しいイカとタコに注目し、解説付
きで紹介した写真集です。話題の深海魚「ダ
イオウイカ」の「魚拓」ならぬ「イカ拓」も
６分の１サイズながらリアルなカラー写真で
掲載。

『出会いを楽しむ
 海中ミュージアム　海の休日』
 楚山 いさむ／山と渓谷社　
潮が引いた時を狙って岩場の潮だまりをの
ぞくと、イソギンチャクやヒトデ、貝・・・
さまざまな海の生き物に出会えます。鮮や
かなカラー写真で、さまざまな種類を紹介
したこの本なら、これの名前は何だっけ？
というときにもお役に立ちます。

海の生き物を探そう　  夏になると海に出かける方も多いのでは？まだまだ謎の多い海の生
き物に関する本をご紹介します。

　一年のうち最も図書館がにぎわう
夏休み。この時期、宿題や課題のた
めに図書館を使うという方へ利用に
関するお知らせとお願いです。
　ご利用の際には、マナーを守りみ
なさんが気持ちよくご利用いただけ
るようご協力をお願いします。
★本は 10 冊まで２週間借りること
ができます。
★図書館の本を借りるには、利用者
カードが必要です。忘れてしまうと
貸出ができません。
★紛失された場合は、再発行料に
100 円かかります。初めて作る場合

は、お名前・ご住所等が確認できる
免許証・保険証等をお持ちの上、図
書館へお越しください。
★図書館の本は、著作権法で許され
ている範囲でコピーができます。コ
ピー料は１枚当たり白黒 10 円、カ
ラー 50 円です。
★図書館にある本を図書館ホーム
ページから検索ができます。図書館
で事前にパスワードの申し込みをし
ていただくと、ご自宅から予約もで
きますので、ご利用ください。
＜お願い＞
①利用が集中してしまう本もありま

夏休み期間中のお知らせとお願い
すので、お早めにお尋ねください。
貸出中のものや当館にないものは予
約や取り寄せができますが、日にち
が間に合わなかったり、取り寄せで
きないことがあります。
②課題図書（青少年読書感想文コン
クール、京都新聞　おはなしを絵に
するコンクール）の貸し出し期限は
１週間です。次に待つ人がいない場
合に限り、１週間期限を延長できま
す。
③館内の座席には限りがありますの
で、譲り合ってご利用ください。

一般書 ●『心で読みたい弘法大師のことば』砂原秀遍／京
都新聞出版センター　●『低欲望社会』大前研一／小学館
●『名門校とは何か？』おおたとしまさ／朝日新聞出版

●『医者いらずの老い方』　石川恭三／河出書房新社　●『頂
　 点への道』錦織圭／文藝春秋　●『夏の雷音』堂場瞬一／小学館

今月の
新着図書

図書館おはなし会
[ 加　悦 ]　７月 11 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 野田川 ]　７月 18 日（土）午前 10 時 30 分～

Info

●『ヒポクラテスの誓い』中山七里／祥伝社　●『ラプラスの魔女』東
野圭吾／ＫＡＤＯＫＡＷＡ　●『私の息子はサルだった』佐野洋子／新
潮社　●『へんなかお』大森裕子／白泉社　　　　　●『はこぶ』鎌田
歩／教育画劇　●『そらまめくんのあたらしいベッド』なかやみわ／小

児童書

■第５回よさのおはなしランド
　～ボランティア合同おはなし会を行いました
　６月６日（土）、中央公民館で、町内で活動するボ
ランティアグループ（加悦読み聞かせ会、おはなし倶
楽部よむよむ、マザーグースの会、カナリア会：プロ
グラム順）が集まって、手遊び、読み聞かせやエプロ
ンシアター、大型紙芝
居など日頃の活動を披
露していただきまし
た。
　36 人 の 参 加 者 が、
各グループの持ち味を
生かしたおはなしの世
界を楽しみました。

学館　●『大人
になるっておも
しろい？』清水
真砂子／岩波書
店 大型絵本を読むマザーグースの会
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がんばってます！消防団 編集 ● ひまわりふれ愛隊

平成 27 年度全国統一防火標語 「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

広告

健やか広場　　ダニ類から身を守ろう

広告広告

広告 広告広告

白
菊
句
会

朝
顔
や

　
今
日
も
笑
顔
の
車
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
孫

【
開
催
日
】

毎
月
１
回

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

【
場　
所
】

町
立
三
河
内
郷
土
資
料
室

【
代　
表
】

江
原
昭
水 

【
連
絡
先
】

江
原
昭
三 

☎
４
２・
２
４
６
６

五
月
句
会

緑
陰
に
入
り
て
一
会
の

　
友
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
貴
子

【
開
催
日
】

毎
月 

第
３
土
曜
日

午
後
７
時
30
分
～
10
時 

【
場   

所
】

金
屋
地
区
公
民
館

【
講   

師
】

天
野
逸
風
子 

【
連
絡
先
】

杉
本
美
寿
津

☎
４
２・３
７
４
２

け
や
す
く
し
、
滑
り
や
す
い
素
材
を
選
ぶ
と

ダ
ニ
が
着
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

・
首
に
か
け
る
タ
オ
ル
や
脱
い
だ
上
着
な
ど

は
直
接
地
面
に
置
い
た
り
、
木
に
か
け
た
り

せ
ず
、
で
き
る
だ
け
カ
バ
ン
な
ど
の
中
に
い

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
長
時
間
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、
座
っ

た
り
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
服
な
ど
に
ダ
ニ
が
付
着
し
て
い
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
車
に
乗
る
前
、
家
に
入
る
前
に

は
服
を
は
た
き
ま
し
ょ
う
。
着
て
い
た
服
は

家
の
中
に
持
ち
込
ま
ず
、
す
ぐ
に
洗
濯
す
る

か
、
屋
外
で
天
日
干
し
し
ま
し
ょ
う
。

・
野
外
で
活
動
し
た
後
は
、
特
に
皮
膚
が
や

わ
ら
か
い
腕
や
太
も
も
の
内
側
、
脇
の
下
な

ど
に
ダ
ニ
が
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
入
浴
な

ど
し
、
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
い
な
い
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
ら

・
吸
血
中
の
ダ
ニ
類
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

自
分
で
処
理
を
す
る
と
ダ
ニ
の
頭
が
残
り
、

化
膿
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
受
診
を
し
、
医
療
機
関
で
処
置
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
数
週
間
程
度
は
、
体
調
の
変
化
に
注
意
を

し
、
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
医
療

機
関
で
診
察
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
か
ま
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
野
外
で
の
ダ
ニ
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
マ
ダ
ニ
に
つ
い
て

　
「
コ
ナ
ダ
ニ
」
や
「
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
」
な
ど

の
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
異
な
り
、

「
マ
ダ
ニ
」
は
、
鹿
や
猪
な
ど
の
野
生
動
物

が
出
没
す
る
環
境
に
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
家
の
裏
山
や
裏
庭
、
畑
、
あ
ぜ

道
な
ど
に
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
肉
眼
で
は

気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
体
長
１

～
数
ミ
リ
で
す
が
、
動
物
や
人
の
血
を
吸
い
、

１
～
２
ｃ
ｍ
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
は
怖
い
病
気
を

　
媒
介
し
ま
す

　
マ
ダ
ニ
が
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
を
保
有

し
て
い
る
場
合
、
か
ま
れ
た
人
は
病
気
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
マ
ダ
ニ
が
媒
介

す
る
病
気
は
、
潜
伏
期
間
が
６
日
～
２
週
間

あ
り
、
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
出
る
も

の
や
高
熱
が
出
て
１
cm
大
の
淡
い
紅
斑
が
全

身
に
現
れ
た
り
、
さ
し
口
周
辺
に
淡
い
赤
斑

が
で
き
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
も
の
が
あ
り

ま
す
。
治
療
せ
ず
に
放
置
す
る
と
関
節
痛
や

神
経
症
状
が
で
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
高
血

圧
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
や
高
齢
者
は

治
療
が
遅
れ
る
と
ま
れ
に
亡
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
ダ
ニ
類
に
か
ま
れ
な
い
よ
う

　
に
す
る
た
め
に
は

　
現
在
、
ダ
ニ
類
か
ら
感
染
す
る
病
気
に
対

し
て
、有
効
な
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ

て
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、

か
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
ま
れ
な
い
た
め
の
対
策
と
し
て
、

・
草
む
ら
や
藪
な
ど
に
入
る
と
き
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
長
靴
等
を
着
用
し
、
肌

の
露
出
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、シ
ャ

ツ
の
袖
口
は
軍
手
や
手
袋
の
中
に
、
す
そ
は

ズ
ボ
ン
の
中
に
い
れ
る
、
ズ
ボ
ン
の
す
そ
は
、

長
靴
や
長
靴
下
の
中
に
い
れ
る
な
ど
、
ダ
ニ

の
侵
入
を
防
ぐ
工
夫
も
し
ま
し
ょ
う
。

　
色
の
薄
い
服
は
く
っ
つ
い
た
ダ
ニ
を
見
つ

こんにちは、ひまわりふれ愛隊です！！野
外
に
出
る
機
会
が
増
え
る
季
節
。
こ
の
時
期
、
蚊
や
蜂
、
ダ
ニ
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ

に
よ
る
虫
刺
さ
れ
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。
特
に
マ
ダ
ニ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ひ
ま
わ
り
ふ
れ
愛
隊
は

現
在
10
名
で
活
動
し
て
い
ま
す

【
メ
ン
バ
ー
紹
介
】

三み
つ

井い　
則の
り

子こ　
隊
長

青あ
お

木き

あ
ゆ
美み　
副
隊
長

井い

田だ　
晶あ
き

子こ　
副
隊
長　
　
　
　

三み

田た　
智と
も
子こ　
団
員　
　
　
　
　
　

香か

山や
ま　
淳
じ
ゅ
ん
子こ　
団
員

鳥と
り
垣が
き　
絵え

美み　
団
員

谷た
に

原は
ら　
春は
る

加か　
団
員

倉く
ら　
　
沙さ

帆ほ　
団
員

和わ

田だ

佳か

那な

子こ　
団
員

三み
つ
野の　
真ま

穂ほ　
団
員

　
今
年
度
は
新
た
に
４
人
の
新
入
団

員
を
迎
え
ま
し
た
。
隊
の
名
の
通
り

町
民
の
方
と
の
『
ふ
れ
あ
い
』
を
大

切
に
わ
た
し
た
ち
の
活
動
が
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

体長は数 mm ですが、動物や人間の血を

吸うと１cm ～２cm になるものもありま

す

　

一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
つ
と
め
、

火
災
の
な
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
！

新
入
団
員
も
募
集
中
で
す
♪

　
月
に
一
度
の
定
例
会
で
活
動
内
容

を
決
め
、
音
声
告
知
放
送
、
防
火
教

室
、
救
命
講
習
な
ど
、
火
災
の
予
防

啓
発
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ

る
方
は
、総
務
課
消
防
安
全
係
ま
で
。

予防啓発を中心に
下記のような行事に
参加します♪
■消防防災フェア 2015
　９月 13 日（日）
　野田川わーくぱるに消防車
　や救急車が大集合！
　炊き出しもあるよ！
■秋の全国火災予防運動
　11 月９～ 15 日
■年末警戒	
　12 月 28 ～ 31 日
■出初式
　１月 10 日（日）
■春の全国火災予防運動
　３月１～７日

町長査閲に
向 け た 訓
練、当日の
様子を写真
で振り返り
ます。町長査閲に向けて一生懸命な

訓練

本部の方にもアドバイスを

もらいながら訓練

上／隊長の指示を聞き、各個訓練を披露する

ひまわりふれ愛（手前の隊）

右／隊長に対して敬礼

　　　　　　こふんまつり
日時　7 月 26 日（日）午前 10 時～午後 2 時
場所　古墳公園
内容　子どもによるヒップホップダンス、古墳シンガー
　　　「まりこふん」古墳歌ライブ、手打ちそば（無料
　　　先着 100 人）、オリジナルキャラ「はにごん」「ま
　　　めっこまいちゃん」も参加。
問い合わせ先　古墳公園　43-1992

ひまわりふれ愛隊ワッペン
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なつかしき俳句の郷よ…　
　　 

第４回　
　  与謝蕪村顕彰 与謝野町俳句大会
　  事前投句受付中
　　 締切　８月19日(水)（「ハイクの日」と覚えてください）
　　 問い合わせ先　江山文庫　☎ 43-2180



●海の京都 TANTAN ロングライド 2015

丹後・中丹を駆け巡る
　6 月 7 日、京都府北部では自転車で丹後・中丹地域を
駆け巡るサイクルイベント「海の京都 TANTAN ロング
ライド 2015」が開催され、北海道から九州まで全国各
地から 1,500 名を超えるサイクリストが参加しました。
　各市町のコース上に設置されているエイドステーショ
ンでは休憩とともに、地元ならではの食材を使ったおも
てなしを行い、参加者を歓迎しました。与謝野町では、
野田川わーくぱるで京の豆っこ米を使った「てっぽう」

（おにぎり）を振る舞いました。
　サイクリストたちは、各地域の特産品、景色を楽しみ
ながらゴールまで駆け抜けました。

まちの 話題 お届けします

エイドステーションでは「てっぽう」がふるまわれる

蒲
田
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ア
オ
サ
を
回

収
す
る
生
徒

●橋立中学校　環境学習　

阿蘇海の環境を守るために　
　6 月 16 日、環境学習の一環として橋立中学校 1 年
生の生徒が、近年阿蘇海の景観・水質・異臭で問題と
なっているアオサ・カキ殻の回収を阿蘇シーサイド
パーク周辺で行いました。
　この日回収されたアオサ・カキ殻の量は大量で、回
収する生徒は、量の多さや海底に溜まったヘドロに驚
きながらも一生懸命作業に取り組みました。
　回収したアオサやカキ殻は、橋立中学校の校庭にあ
る畑にミニトマトを育て、そこに肥料としてすきこみ、
肥料がある場合と、無い場合で成長がどのくらい違う
のかを調べます。

●与謝野町消防団町長査閲

日ごろの訓練の成果を披露
　6 月 28 日に、大江山運動公園グラウンドを会場に
平成 27 年度与謝野町消防団町長査閲が行われ、消防
団員の皆さんは 5 月から行ってきた訓練の成果を披
露しました。
　当日は、機械器具点検や各個訓練、小隊訓練、中隊
訓練、操法訓練、火災想定訓練などの訓練が披露され、
与謝野町消防団の規律・活力のある行動を見せました。
　各訓練の様子などの詳細については、『広報よさの
8 月号』でお知らせします。

各分団規律・活力のある訓練を披露しました

との考えから両市町
の思いが一致し、福
知山市役所で松山福
知山市長と山添町長
とが、田中福知山市
議会議長、今田与謝
野町議会議長の立会
いのもと、協定調印
式を行いました。

●災害時相互応援協定を締結

災害発生時には、お互いに応援します
　5 月 29 日に隣接する福知山市と与謝野町との２市町間
で、災害時における相互応援に関する協定が締結されまし
た。
　この協定では、いずれかの市町において災害が発生した
場合の応援協力について、物資の提供や職員の派遣などに
より、災害時応急対策や復旧対策を円滑に行うことや、被
害が甚大で連絡がとれない場合は自主的な判断で応援活動
を実施することができる内容となっています。
　大江山連峰を境として隣接する市町として、被災時に災
害応急対応を迅速に実施できる防災上の大きな利点になる

て
い
ね
い
に
種
を
植
え
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

●ひまわりの種まき体験　

まっすぐ大きく育ってね！　
　6 月 13 日に、与謝野町の夏の風物詩として定着した「与
謝野町ひまわりフェスティバル」に向けた、ひまわりの種
まき体験がリフレかやの里下のほ場で行われました。当日
は多くの親子連れらでにぎわい、子どもたちは一生懸命に

「大きく育つように」と願いを込めながらていねいに種を
まきました。
　与謝野町ひまわりフェスティバルは 8 月上旬ごろ（ひ
まわりの開花状況によっては前後する可能性があります）
行われます。ほ場をいっぱいに使ったひまわりによる巨大
迷路、切り花、フォトコンテスト（Facebook に写真を投
稿して「いいね」の数を集めよう）、ヨガとお風呂体験等
楽しい催しが盛りだくさんとなっています。

霧
の
中
一
斉
に
登
山
す
る
参
加
者
た
ち

●大江山一斉登山　

霧の中大江山の山道を楽しむ　
　5 月 31 日に、毎年恒例の大江山一斉登山が行われ、
約 200 人の参加者が福知山、宮津市、与謝野町のそれ
ぞれの登山口から山頂を目指しました。
　当日は、霧が山を覆う中いつもとは違った景色を眺め
ながら登山した参加者の皆さん。山頂の千丈ヶ嶽では最
年少登頂者・最年長登頂者、の表彰式が行われ、最年少
者は５歳、最年長者は 84 歳と、子どもからお年寄りま
でが楽しめるイベントとなりました。
　また、毎回恒例の「○×ゲーム」も開催され、初夏
の大江山を楽しみました。

松山福知山市長と握手をかわす山添町長
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●全国市町村教育委員会連合会表彰

町教育行政への貢献が
認められました
　昨年６月 30 日付けで教育委員長を退任
された白

しら
杉
すぎ

直
なお

久
ひさ

さん（幾地）と同日教育長
を退任された垣

かき
中
なか

均
ひとし

さん（京丹後市）が平
成 27 年度全国市町村教育委員会連合会表
彰を受賞され、受賞者を代表して白杉さん
が謝辞を述べられました。
　この表彰は、教育委員として功績のあっ
た方々を対象とされるもので、白杉さんは
平成 10 年 10 月に教育委員就任、このう
ち 14 年以上を教育委員長として、垣中さ
んは旧野田川町教育委員会教育長就任以降
約 13 年間を教育長として、町教育行政の
推進に寄与され、学校教育をはじめ、社会
体育や社会教育の推進に尽力された功績を
認められたものです。

表彰を受ける岡本さん（右）

●感謝状贈呈　

日ごろの活動が認められました
　総務大臣から委嘱された行政相談委員と
して現在活躍中の岡

おか
本
もと

道
みち

子
こ

さん（岩滝）に、
京都行政評価事務所長から感謝状が贈呈さ
れました。行政に対する苦情の解決に、特
に尽力された実績が認められたものです。
表彰式は去る 5 月 15 日に京都市内で行わ
れました。
　当町では「行政相談所・心配ごと相談所」
として、毎月 3 回定例相談所を開設して
います。相談日程は毎月 25 日発行のお知
らせ版に掲載しています。相談は無料で秘
密は固く守られますので、お気軽にご相談
ください。

功績功労をたたえて
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いただいたご寄付は目的に沿って活用します。
（期間：H27.4.1 ～ H27.5.31）
◆石本岳士様（京都府）　　　　　10,000 円

◆匿名（愛媛県）　　　　　　　　10,000 円

◆匿名（京都府）　　　　　　　　50,000 円

◆西村裕様（東京都）　　　　　 500,000 円

◆近藤良一様（大阪府）　　　　　70,000 円

◆本城成哉様（大阪府）　　　　　10,000 円

◆匿名（滋賀県）　　　　　　　　20,000 円

期間合計　　　　　　　　  7 名 670,000 円

■
石
本
岳
士
様

　
福
祉
の
発
展
、
介
護
保
険

の
充
実
を
お
願
し
ま
す
。

■
匿　
名

　
特
典
の
美
味
し
そ
う
な
お

豆
腐
に
惹
か
れ
ま
し
て・・・。

こ
だ
わ
り
の
お
豆
腐
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。

■
西
村
裕
様

　
育
て
て
い
た
だ
い
た
ふ
る

さ
と
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば

と
、
平
成
20
年
か
ら
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
は
じ
め
ま
し

た
。
今
後
は
、
山
添
町
長
の

新
た
な
施
策
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

■
近
藤
良
一
様

　
地
方
が
良
く
な
ら
な
け
れ

ば
、
日
本
経
済
は
良
く
な
り

ま
せ
ん
。
大
阪
・
京
都
か
ら

良
好
な
ア
ク
セ
ス
を
持
ち
、

魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
持
つ

与
謝
野
町
は
多
く
の
可
能
性

を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
若
く
国
際
感
覚
の

あ
る
町
長
が
打
ち
出
す
、
地

方
活
性
化
の
為
の
ユ
ニ
ー
ク

な
政
策
が
与
謝
野
町
の
町
お

こ
し
や
、
地
域
活
性
化
に
寄

与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

～
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら

与
謝
野
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
～

　　ふるさと納税
ありがとうございました

①
教
室
に
通
う
タ
イ
プ

　

与
謝
野
町
に
在
住
・
在

勤
の
成
人
で
、
俳
句
に
興

味
が
あ
る
方
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

俳
句
を
つ
く
ら
れ
た
こ
と

が
な
い
方
大
歓
迎
で
す
。

【
場　
所
】　　

　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

【
時　
間
】

　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

【
申
込
期
限
】　　

　
７
月
31
日
（
金
）
ま
で

【
内　
容
】

　
俳
句
づ
く
り

②
講
師
に
来
て
も
ら
う
タ
イ
プ

　

与
謝
野
町
に
在
住
・
在
勤
の
成
人
４

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
対
象
で
す
。

【
受
講
料
】　

　
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
３
講
座
ま
で

　
※
会
場
の
使
用
料
な
ど
は
グ
ル
ー
プ

　
　
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
場    

所
】

　
町
内
で
ご
希
望
の
場
所
。

【
申
込
期
限
】　　

　
７
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
※
俳
句
教
室
は
平
成
27
年
度
内
に
実

　
　
施
し
て
く
だ
さ
い
。

【
内    

容
】　

　
俳
句
づ
く
り　

回 第 1 回 第 2 回 第３回 第４回
日 程 8 ／ 20（木） 8 ／ 27（木） 9 ／ 10（木） 9 ／ 17（木）
内 容 句会を楽しもう

問 教育推進課 ☎ 43-2193

1300 年前の丹後国誕生とはどんな時代だったのでしょうか？
『丹後国遷政』の販売

　
平
成
25
年
に
丹
後
国
１
３
０
０

年
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
し
た

「
丹
後
国
遷
政
」（
歴
史
連
談
・
パ

ネ
ル
展
示
）
の
記
録
集
を
刊
行
し

ま
し
た
。

　
丹
後
国
誕
生
の
時
代
背
景
や
そ

の
後
の
歴
史
動
向
に
迫
り
、「
等

身
大
の
丹
後
国
史
」
を
描
き
出
し

ま
す
。
歴
史
連
談
（
リ
レ
ー
式
連

続
講
演
会
）
で
は
、
主
に
奈
良
か

ら
平
安
時
代
の
丹
後
国
に
関
す
る

各
テ
ー
マ
を
リ
レ
ー
式
に
つ
な
ぐ

講
演
会
「
歴
史
連
談
」
５
回
分
に
、

新
た
に
コ
ラ
ム
記
事
４
本
を
追
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示

で
は
、
古
代
か
ら
近
現
代
の
丹
後

国
の
政
治
的
中
心
地
の
遷
り
変
り

を
地
図
で
示
し
ま
し
た
。

　
１
冊
１
，
３
０
０
円
。
役
場
各

庁
舎
窓
口・教
育
委
員
会
事
務
局・

与
謝
野
町
立
古
墳
公
園
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
推
進
課　
文
化
財
保
護
係　

☎
４
３
・
２
１
９
３

丹後国遷政

問 教育推進課 ☎ 43-2193

生活に俳句を～蕪村に続け！みんなの俳句教室
俳句教室のご案内

　
日
常
の
ふ
と
し
た
瞬
間
に
感
じ
た
気

持
ち
を
、
５
・７
・５
の
17
文
字
で
気
楽

に
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
俳
句
っ

て
ど
ん
な
も
の
？
」「
興
味
は
あ
る
け

れ
ど
始
め
る
き
っ
か
け
が･･･

」「
自

分
に
で
き
る
か
な･･･

」
と
、
思
わ
れ

て
い
る
方
、
町
の
俳
句
教
室
は
い
か
が

で
す
か
？

　

与
謝
野
町
で
は
、「
俳
句
を
始
め
て

み
よ
う
か
な･･･

」
と
興
味
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
、
次
の
２
種
類
の
俳
句

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。
み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
俳
句
教
室
の
お
申
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、ど
ち
ら
も
教
育
推
進
課
ま
で
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

☎
４
３
・
２
１
９
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３
・１
５
１
４

　
句
会
の
雰
囲
気
を
体
験
さ
れ
た
い
方

は
、『
江
山
文
庫　
れ
っ
つ
句
会
体
験
』

は
い
か
が
で
す
か
。毎
月
第
２
金
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
ま
で
（
事
前
申

込
み
は
不
要
）。
参
加
費
は
江
山
文
庫

の
入
館
料
（
一
般
２
０
０
円
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

江
山
文
庫
☎
４
３
・
２
１
８
０

　
ま
た
、
町
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
句
会

が
あ
り
、
見
学
や
参
加
が
で
き
ま
す
。

Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
Ｃ
Ｍ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
各

句
会
の
連
絡
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●市町村・地域自治功労者表彰（京都府）

㔟籏 毅 さん

　㔟
せ

籏
はた

毅
さとし

さん（与謝）は、平成 10 年 12 月に初当選して以来、現在に至るまで
16 年以上の長きにわたり加悦町議会議員、与謝野町議会議員として在職し、そ
の間、加悦町議会産業建設常任委員会委員長をはじめ、与謝野町議会産業・建設
常任委員会委員長、同議会総務常任委員会委員長など数々の要職を歴任。町政の
推進と議会の円滑な運営に尽力し、地方自治の発展に多大な貢献を果たし、住民
福祉の向上に大きく寄与しました。

功績・功労をたたえて

㔟籏毅さん
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問 福祉課 ☎ 43-1513

もしものときに備えて
与謝野町徘徊ＳＯＳネットワークをご存知ですか？

　
最
近
、
認
知
症
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
行
方

不
明
と
な
ら
れ
る
方
が

全
国
的
に
増
え
、
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
与
謝
野
町
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

や
民
生
委
員
さ
ん
な
ど

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明

者
を
少
し
で
も
早
く
発

見
で
き
る
よ
う
、
情
報

伝
達・収
集
や
気
配
り・

目
配
り
を
行
う
「
与
謝

野
町
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織
し

て
い
ま
す
。

　
ご
親
族
な
ど
、
身
近

な
方
に
徘
徊
の
可
能
性

が
あ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ

利
用
登
録
の
申
請
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
登
録
書
お

　
よ
び
写
真
が
必
要
で

　
す
。

※
対
象
者
の
方
が
介
護

　
認
定
を
受
け
て
お
ら

　
れ
る
場
合
は
担
当
の

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

　
も
ご
相
談
の
上
、
申

　
請
を
お
願
い
い
た
し

　
ま
す
。

与謝野町徘徊 SOS ネットワーク （通称「SOS ネット」)

認知症などの原因による徘徊で、行方不明になる方は少なくありません。
徘徊は時間がたてばたつほど、ご本人の不安や事故の危険性が高まります。
少しでも早く発見できるよう、『ＳＯＳネット』にご登録ください。

SOS ネットワーク
に登録すると
いなくなったという連
絡を受ければ、介護
サービス事業所のネッ
トワークのメンバー
が、利用者宅の送迎や
訪問時に、その方では
ないか注意しながら町
内の移動をします。
SOS ネットワークの登
録は福祉課または担当
ケアマネジャーまで。

どんな時に協力してくれるの？
・認知症による徘徊で行方不明になった。
・家族で探していても見つからない。
・少し遠くに行ったかもしれない。

イメージ図

行方不明が起きた時に、その情報をすみやかに共有し、目撃情報を収集
するためのネットワークです。

　　   ご注意 !! 
警察、消防のような捜索
活動ではありません。

《 《

町内の介護サービス事業所

いなくなった！！
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問 税務課 ☎ 44-2084

軽自動車税グリーン化特例（軽課）について
税務課からのお知らせ

　
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
排
出

ガ
ス
基
準
と
燃
費
基
準
を
達
成
し
た
環
境

負
荷
の
小
さ
い
車
両
に
つ
い
て
、
税
率
を

軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
27
年
４
月
１

対象車 軽減内容

電気自動車
天然ガス自動車（平成 21 年排ガス基準値より 10％以上窒素酸化物の
排出量が少ないもの）

①おおむね
75％軽減

ガソリン車・
ハイブリット車

・乗用車
　平成 32 年度燃費基準 +20％達成
・貨物車
　平成 27 年度燃費基準 +35％達成

②おおむね
50％軽減

・乗用車
　平成 32 年度燃費基準達成
・貨物車
　平成 27 年度燃費基準 +15％達成

③おおむね
25％軽減

　
次
の
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
証
の
有
効
期
限
が
平
成
27
年
７

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新

し
い
証
へ
の
更
新
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
８
月
以
降
有
効
と
な
る
保
険
証
等

は
、
７
月
下
旬
ま
で
に
対
象
世
帯
に

郵
送
（
簡
易
書
留
）
で
送
付
し
ま
す

の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
開
封

の
う
え
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

更
新
と
な
る
保
険
証
等

・
国
民
健
康
保
険
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

証・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
老
人
・

障
害
・
ひ
と
り
親
）

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
る
と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
別
途
通
知
し
て
い
ま
す
保
険
税
に

滞
納
が
あ
る
世
帯
は
、
窓
口
交
付

し
ま
す
の
で
、
保
健
課
お
よ
び
岩

滝
、
野
田
川
各
地
域
振
興
課
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
、

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
緑
の
証
）
が
交
付
さ
れ
て

い
る
方

　
８
月
以
降
引
き
続
き
入
院
や
高
額

な
外
来
診
療
が
予
定
さ
れ
る
場
合
に

は
、
認
定
証
の
更
新
が
必
要
で
す
。

更
新
に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
な
た

め
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
保
健
課

お
よ
び
岩
滝
、
野
田
川
各
地
域
振
興

課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

　
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
が
予
想
さ
れ
る
と

き
、
事
前
申
請
に
よ
り
、
限
度
額
適

用
認
定
証
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
併

せ
て
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
認

定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す

る
と
、
一
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、

病
院
等
で
の
ご
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。（
保
険
税
・
料
を
滞
納
し
て
い

る
と
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

※
役
場
で
交
付
す
る
の
は
次
の
方
で
す

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
69

歳
以
下
の
方

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70

歳
以
上
の
方
で
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
方
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
方

●
福
祉
医
療
受
給
者
証
（
老
人
）
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
方

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
最
初

の
新
規
検
査
を
し
た
車
両
で
す
。

※
特
例
措
置
の
対
象
年
度
：
平
成
28
年
度

　
の
み
左
の
表
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
に
つ
い
て
は
表
①
、
軽
減
税

　
率
に
つ
い
て
は
表
②
を
参
照
く
だ
さ
い
。

車  種
軽減内容

①おおむね 75％軽減 ②おおむね 50％軽減 ③おおむね 25％軽減
三  輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪乗用（自家用） 2,700 円 5,400 円 8,100 円
四輪乗用（営業用） 1,800 円 3,500 円 5,200 円
四輪貨物（自家用） 1,300 円 2,500 円 3,800 円
四輪貨物（営業用） 1,000 円 1,900 円 2,900 円

※ガソリン車・ハイブリット車については、平成 17 年排出ガス基準値 +75％低減達成車

【表①】

【表②】

問 企画財政課 ☎ 46-3084

～灼熱の納涼祭～に丹海バスに乗って家族で遊び行こう
公共交通ＴＯＰＩＣＳ

　
７
月
18
日
、
阿
蘇
シ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
で
与
謝
野
町
商
工
会

青
年
部
が
主
催
す
る
「
～
灼
熱

の
納
涼
祭
～
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
午
後
３
時
か
ら
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、

ヒ
ー
ロ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ン
ド

ラ
イ
ブ
、
模
擬
店
、
花
火
な
ど

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

（
詳
細
は
６
月
25
日
に
各
個
配
布

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
こ
れ
ま
で
丹
海
バ
ス
に
乗
っ

た
こ
と
が
な
い
方
が
気
軽
に
バ

ス
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

「
岩
滝
」
の
バ
ス
停
ま
で
の
往

復
に
つ
い
て
、
青
年
部
チ
ラ
シ

内
の
『
丹
海
バ
ス
無
料
乗
車

券
』
を
切
り
取
っ
て
バ
ス
に
乗

車
し
、
降
車
時
に
運
転
手
に
お

渡
し
い
た
だ
く
と
１
回
限
り
無

料
で
乗
車
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
丹
海
バ

ス
に
乗
っ
て
夏
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

　

バ
ス
で
お
帰
り
の
際
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
本
部
に
チ
ラ
シ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

丹
海
バ
ス
無
料
乗
車
券
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

■
７
月
18
日
（
土
）
当
日
の
１  

回
の
乗
降
に
限
り
有
効
で
す
。

■
「
岩
滝
」
の
バ
ス
停
で
の
乗

降
に
限
り
使
用
で
き
ま
す
。

■
岩
滝
以
外
の
バ
ス
停
で
乗
降

さ
れ
た
場
合
は
、
無
効
と
な
り

ま
す
の
で
、
別
途
運
賃
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　
本
事
業
は
与
謝
野
町
商
工
会

青
年
部
と
丹
後
海
陸
交
通
㈱
、

町
が
連
携
し
、
丹
海
バ
ス
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
実
証
実
験

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

～
灼
熱
の
納
涼
祭
～

【
日
時
・
場
所
】

７
月
18
日（
土)　
午
後
３
時
～

阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク　

丹
海
バ
ス
『
岩
滝
』
バ
ス
停
か

ら
徒
歩
約
３
分

【
イ
ベ
ン
ト
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
会
☎
４
３
・１
０
２
０

行き
与謝 加悦庁舎 与謝野駅 岩滝

13：49 13：59 14：25 14：33

帰り
岩滝 与謝野駅 加悦庁舎 与謝

18：27 18：35 19：02 19：11

行き 幾地 四辻 与謝野駅 岩滝
14：27 14：37 14：48 14：56

帰り 岩滝 与謝野駅 四辻 幾地
17：42 17：50 18：01 18：11

福
知
山
・
与
謝
線

病
院
線

問 保健課 ☎ 43-1514

健康保険証等が更新されます

問 企画財政課 ☎ 46-3084

男
み ん な

女の和のためのしくみづくり
シリーズ⑬　すすめよう！男女共同参画

　
女
性
の
社
会
参
画
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
が
進
む
中
、
男
女
共
同
参

画
の
考
え
方
は
、
少
し
ず
つ
私
た
ち
の

生
活
に
浸
透
し
、
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
目

指
す
と
こ
ろ
を
誤
解
し
て
い
る
方
も
少

な
く
な
く
、
今
後
も
啓
発
を
進
め
な
が

ら
、
地
域
の
中
に
一
人
で
も
多
く
の
実

践
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
男み

ん
な女
の
和
づ
く
り
プ

ラ
ン
（
与
謝
野
町
男
女
共
同
参
画
計

画
）」
で
は
、
行
政
・
住
民
・
地
域
・

学
校
・
企
業
等
の
み
な
さ
ん
の
参
画
・

連
携
の
も
と
に
、
心
豊
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例

の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
住
民
の
取
り
組
み

～
男
女
共
同
参
画
計
画
〈
後
期
施
策
〉よ
り
～

・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
議
論
に
加
わ
り
意
見
を

出
そ
う
。

・
与
謝
野
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
の
取
り
組
み
の
充
実
を
図
る
た
め
、

み
ん
な
で
応
援
し
参
加
し
よ
う
。

・一
人
ひ
と
り
が
、家
庭
や
地
域
、学
校
、

職
場
な
ど
で
互
い
に
呼
び
か
け
合
い
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
。

問 教育推進課 ☎ 43-2193

子どもたちの成長をサポート
与謝野町青少年育成会功労者・団体表彰

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
与

謝
野
町
青
少
年
育
成
会
」
の
総
会

が
６
月
５
日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ

る
で
開
催
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
さ
れ
た
10
名
の
個
人

と
２
団
体
を
表
彰
す
る
功
労
者
・

団
体
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
青
少
年
の
指
導

育
成
や
社
会
環
境
の
浄
化
、
模
範

的
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
個
人
や

団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
者
に
は
山
添
藤
真
会
長

（
与
謝
野
町
長
）
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
以
下
の
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

西に
し
原は
ら　
義よ
し
晴は
る（
学
童
野
球
指
導
者
）

中な
か
上が
み　
敏と
し
朗ろ
う（
学
童
野
球
指
導
者
）

西に
し
原は
ら　
頼よ
り
之ゆ
き
（
空
手
指
導
者
）

牛う
し
田だ　
弘こ
う
作さ
く
（
剣
道
指
導
者
）

井い
の
上う
え　
雅ま
さ
之ゆ
き（
学
童
野
球
指
導
者
）

冨と
み
田た　
順よ
し
照て
る
（
体
操
指
導
者
）

村む
ら
越こ
し　
昭あ
き
男お（
サ
ッ
カ
ー
指
導
者
）

赤あ
か
西に
し　
秀ひ
で
幸ゆ
き
（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
指
導
者
）

吉よ
し
岡お
か　
栄え
い
喜き

（
育
成
会
活
動
）

田た

中な
か　
逸い
つ
子こ

（
見
守
り
活
動
）

加
悦
囲
碁
ク
ラ
ブ
（
囲
碁
指
導
）

宮
津
与
謝
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　
山
田
支
部(

見
守
り
活
動)

岩滝バス停に停車する上記以外の時刻の路線バスもご利用いただけます



訂正とお詫び
 『広報よさの６月号』（№ 112）に
おいて内容に誤りがありました。
以下のとおり訂正してお詫びいた
します。（下線部が訂正箇所）
■ P18　まちの話題
　あつえ彩菜館の営業時間
　午前 8 時 30 分～

「嵯峨根辰夫陶展」のお知らせ
日　時　７月５日（日）～ 26 日（日）
　　　　午前 9 時～午後 5 時
場　所　知遊館展示室
問い合わせ先　知遊館　☎ 46-2451

月曜日休館
  入場無料

町 政  News & Information

男 女 共 同 参 画

シリーズ 85

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

1415　広報よさの JULY 2015

平成 27 年 5 月末現在

人　口	23,153 人（ー 21）

　男　	11,009 人（  － 13）

　女　	12,144 人（ー  8）

世帯数	 9,173 戸（＋  4）
※括弧内は前月比

まちのうごき

　
４
月
号
で
１
人
当
た
り
わ
ず
か

乾
電
池
２
本
分
程
度
の
ご
み
が
増

え
た
だ
け
で
、
与
謝
野
町
全
体
で

は
１
日
当
た
り
約
８
５
０
kg
、
１

年
で
約
３
１
０
ｔ
も
増
え
る
こ
と

に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。
今
月
号

で
は
具
体
的
に
、
捨
て
る
前
の
ひ

と
手
間
で
、
ご
み
量
を
大
幅
に
減

ら
す
方
法
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

生
ご
み
の
水
分
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
重
さ
の

割
合
を
見
る
と
、
約
76
％
が
燃
え

る
ゴ
ミ
で
、
続
い
て
資
源
ご
み

17
％
、
不
燃
ご
み
7
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
平
成
24
年
度
実
績
）

　
燃
え
る
ゴ
ミ
の
多
く
が
、
生
ゴ

ミ
で
す
。

問 住民環境課 ☎ 44-2083

シリーズ③ 与謝野町のゴミの現状

　
生
ゴ
ミ
は
水
分
を
多
く
含
む
た

め
重
量
が
あ
り
、
生
ゴ
ミ
の
約
70

～
90
％
は
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
水
分
を
し
っ
か
り
と

切
る
こ
と
で
、
生
ゴ
ミ
か
ら
出
る

悪
臭
も
か
な
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
水
分
が
多
け
れ
ば
焼

却
す
る
際
に
多
く
の
化
石
燃
料
が

必
要
と
な
る
た
め
、
水
分
が
減
れ

ば
そ
の
分
燃
料
や
地
球
温
暖
化
の

軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

生
ゴ
ミ
の
水
を
切
る
方
法

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す

●
水
き
り
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
調

理
く
ず
な
ど
の
生
ゴ
ミ
は
、
捨
て

る
前
に
十
分
に
水
を
切
り
、
最
後

に
も
う
ひ
と
し
ぼ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
重
さ
も
量

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
野
菜
な
ど
の
使
え
な
い
部
分

は
洗
う
前
に
切
り
落
と
し
た
り
、

玉
ね
ぎ
の
皮
な
ど
、
は
じ
め
か
ら

乾
い
て
い
る
生
ゴ
ミ
は
、
水
分
の

多
い
と
こ
ろ
に
置
か
ず
、
最
初
に

捨
て
ま
し
ょ
う
。

●
臭
い
が
気
に
な
ら
な
い
季
節

な
ら
、
新
聞
紙
に
包
ん
で
乾
く
ま

で
置
い
て
お
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
方
法
な
ら
、
水
分
自
体
を
飛

ば
せ
る
の
で
、
水
を
切
る
よ
り
効

果
的
で
す
。

●
生
ゴ
ミ
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
気

式
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
使
う
こ
と
で
、

生
ゴ
ミ
が
肥
料
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　
生
ゴ
ミ
の
水
分
を
減
ら
す
こ
と

は
、
与
謝
野
町
全
体
の
ゴ
ミ
量
を

減
ら
す
大
変
効
果
が
あ
る
取
り
組

み
で
す
。
３
R
活
動
と
合
わ
せ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
る
こ
と
で
、

ゴ
ミ
の
少
な
い
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
生
ゴ
ミ
処
理
器
（
機
）
の
補
助
】

　
町
内
の
ご
家
庭
や
事
業
所
か
ら

出
る
ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減
ら
す
た

め
、「
生
ゴ
ミ
処
理
器
（
機
）」
の

購
入
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　
１
世
帯
・
事
業
所
当
た
り
１
年

に
１
回
、
次
の
処
理
容
器
（
機
）

が
対
象
で
す
。

◆
コ
ン
ポ
ス
ト
式　
２
基
ま
で　

◆
電
気
式　
１
基
ま
で

　
補
助
金
の
額
は
、
容
器
１
基
に

つ
き
、
購
入
価
格
の
２
分
の
１

以
内
１
０
０
円
未
満
は
切
捨)

で
、

堆
肥
化
容
器
は
４
７
５
０
円
、
電

気
式
処
理
機
は
９
５
０
０
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、５月16日から６月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 税務課 ☎ 44-2084

ご存知ですか？固定資産税の減額制度
省エネ改修・バリアフリー化・耐震改修

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億

円
！

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等
：
５
億
円
×
23
本
（
発
売
総

額
６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場

合
）

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ　

７
０
０
０
万

　

１
等
：
７
０
０
０
万
円
×
１
１
０

本
（
発
売
総
額
３
３
０
億
円
・
11
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

【
発
売
期
間
】

　
７
月
８
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

【
発
売
場
所
】

　
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場　

※
通
信
販
売
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

【
抽 

選 

日
】

　
８
月
11
日
（
火
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

７
０
０
０
万
発
売

固
定
資
産
税
を
減
額

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を

は
じ
め
、
要
介
護
者
の
た
め
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、

工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度

以
降
、
一
定
期
間
に
限
り
固
定

資
産
税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
減
額
制
度
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も

「
改
修
工
事
終
了
後
３
カ
月
以

内
」
に
申
告
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
。

省
エ
ネ
改
修

【
減
額
要
件
】

●
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
新
築
住

宅
の
軽
減
特
例
や
耐
震
改
修
工

事
に
伴
う
軽
減
措
置
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

●
窓
・
床
・
天
井
・
壁
の
断
熱

性
を
高
め
る
改
修
で
、
工
事
費

が
50
万
円
超
で
あ
る
こ
と
。（
窓

改
修
工
事
は
必
須
）

【
減
額
内
容
】

●
工
事
完
了
年
の
翌
年
度
分
に

限
り
、
１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡

の
床
面
積
相
当
分
ま
で
の
固
定

資
産
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

【
減
額
要
件
】

●
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
新
築
住

宅
の
軽
減
特
例
や
耐
震
改
修
工

事
に
伴
う
軽
減
措
置
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

●
次
の
①
～
③
の
う
ち
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
す
る

住
宅
（
賃
貸
住
宅
の
除
く
）
で

あ
る
こ
と
。

①
改
修
工
事
完
了
年
の
翌
年
１

月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方
。

②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方
。

③ 

障
害
の
あ
る
方
。（
地
方
税

法
施
行
令
第
７
条
該
当
）

●
補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担

額
が
50
万
円
超
で
あ
る
こ
と
。

【
減
額
内
容
】

●
工
事
完
了
年
の
翌
年
度
分
に

限
り
、
１
戸
当
た
り
１
０
０
㎡

の
床
面
積
相
当
分
ま
で
の
固
定

資
産
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額
。

耐
震
改
修

【
減
額
要
件
】

●
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

●
現
行
耐
震
基
準
に
適
合
し
た

耐
震
改
修
で
、
工
事
費
が
50
万

円
超
で
あ
る
こ
と
。

【
減
額
内
容
】

●
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に

工
事
が
完
了
し
た
住
居
に
つ
い

て
は
、
工
事
完
了
年
の
翌
年
度

分
か
ら
１
年
度
分
、
１
２
０
㎡

の
床
面
積
相
当
分
ま
で
の
固
定

資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額
。

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
7/31（金）まで

固 定 資 産 税　第２期
国民健康保険税　第２期
介 護 保 険 料　第２期
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地
域
の
方
々
の
想
い
に
ど
れ
だ

け
応
え
て
い
け
る
か
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
自
分
自
身
が
与

謝
野
町
の
生
活
を
楽
し
ん
で
、
心

と
身
体
が
馴
染
ん
で
か
ら
、
徐
々

に
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

都
Ｘ
キ
ャ
ン
プ
の

活
動
に
以
前
か
ら

携
わ
っ
て
お
り
、

与
謝
野
町
に
来
る

こ
と
で
学
生
た
ち

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
直
接
的
に
関
わ

り
た
い
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

Ｑ
与
謝
野
町
の
印

　
象
を
お
聞
か
せ

　
く
だ
さ
い

　
人
が
優
し
く
と

て
も
あ
た
た
か
い

　
与
謝
野
町
で
は
、
町
の
地
域
資

源
で
あ
る
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
コ

ト
」
を
最
大
限
に
活
用
し
、
民
間

の
発
想
・
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
観
光
振
興
・

道
の
駅
エ
リ
ア
再
生
・
滝
の
ツ

バ
キ
エ
リ
ア
の
魅
力
発
信
）
を
地

域
の
方
々
と
と
も
に
実
践
し
て
い

く
「
地
域
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月

１
日
付
で
１
名
の
隊
員
を
採
用
し

ま
し
た
。　

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、

都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人
材
を

地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し

て
受
け
入
れ
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

【
氏　
名
】

　
原
田
美
帆　

【
活
動
地
域
】

　
滝
の
千
年
椿
エ
リ
ア

【
業
務
内
容
】

　
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
奥

滝
地
域
の
魅
力
発
掘
（
大
学
生
等

と
連
携
し
た
活
動
な
ど
）

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品

づ
く
り
。
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
づ
く
り
に
向
け

た
企
画
立
案
。

原
田
さ
ん
へ

就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
応
募
の
動
機
は
何
で
す
か
？

　
カ
ー
テ
ン
の
制
作
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
、
織
物
産
業

が
盛
ん
な
与
謝
野
町
で
勉
強
が
し

た
い
と
思
っ
た
こ
と
。

　
ま
た
、
学
生
が
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る
京

原
田
美
帆 

さ
ん

与
謝
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
と
共
に
未
来
を
創
り
だ
す
実
践
者
！

●はらだ みほ

　兵庫県川西市出身。33 歳。
京都市立芸術大学大学院修了後、大手住宅
メーカー勤務・彫刻家アシスタント、イン
テリアコーディネーターを経て、平成 27
年 6 月 1 日に与謝野町第 1 号となる地域お
こし協力隊に就任。ツバキエリアの魅力発
信など期待が高まる。

京都 X キャンプの皆さんと検討会

で
す
。
ま
た
、
空
気
が
と
て
も
新

鮮
で
あ
り
、
自
然
が
豊
か
で
特
に

山
の
色
合
い
が
と
て
も
綺
麗
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
与
謝
峠
か
ら
町
を

一
望
で
き
る
絶
景
に
感
動
し
た
こ

と
が
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
趣
味
は
何
で
す
か
？

　
パ
ン
を
食
べ
る
こ
と
と
、
パ
ン

を
焼
く
こ
と
で
す
。

Ｑ
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
後
、
広
報
よ
さ
の
で
毎
月

活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。
ま
ち
で
活
動
す
る
原

田
さ
ん
に
出
会
わ
れ
た
際
は
、

ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。


